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	1　はじめに 
	 
	2　システム概要 
	 
	3　研究目的 
	本研究は、立体映像上での物の大きさに注目し、物理的大きさとスクリーンに投影されている像の大きさ、知覚されている大きさに違いが生じる点に注目し、本システム運用時の適切な呈示方法、及び運用上での留意点を検討する為の研究である 
	 
	4　予備実験[呈示パラメーター決定] 
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